
し
ば
し
ば
話
題
に
上
る
ユ
ネ
ス
コ

(

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関)

の

「
世
界
遺
産
」。
国
内
で
も
白
神
山
地
、

屋
久
島
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
平

泉
の
登
録
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
ユ
ネ
ス
コ
で
は
「
記
憶
遺
産
」

の
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
５
月
、

絵
師
・
山
本
作
兵
衛
の
筑ち

く

豊ほ
う

炭
田(

福

岡
県)

の
記
録
画
な
ど
が
、
わ
が
国
で

は
初
め
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

明
治
か
ら
戦
後
に
か
け
て
筑
豊
各
地
の

炭
坑
に
お
け
る
生
活
の
様
子
を
描
い
た

水
彩
画
な
ど
で
、
採
炭
夫
や
鍛
冶
工
と

し
て
働
い
た
作
兵
衛
が
、
老
年
に
な
っ

て
孫
に
当
時
の
炭
坑
の
生
活
の
様
子
を

伝
え
よ
う
と
描
き
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
す
。
記
憶
遺
産
の
中
に
は

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
や
フ
ラ
ン
ス
の
手

書
き
版
「
人
権
宣
言
」
な
ど
、
世
界
の

歴
史
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
た
び
の
登
録
は
ユ
ネ
ス
コ

の
〝
平
凡
な
市
民
の
日
々
の
営
み
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
〞
と
い
う
明
確
な
意

思
の
表
れ
と
し
て
、
私
に
は
非
常
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
上

で
、
８
月
は
と
て
も
重
要
な
月
で
す
。

６
日
は
広
島
が
、
９
日
は
長
崎
が
66
回

目
の
原
爆
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
発
す
る
平
和
宣
言
は
、
唯
一
の

被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
そ
し
て
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
代
に
伝
え

る
た
め
の
宣
言
で
あ
り
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
対
す
る
戒
め
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
14
日
は
土
崎
空
襲
が

あ
っ
た
日
で
す
。「
土
崎
空
襲
犠
牲
者

追
悼
平
和
祈
念
式
典
」が
執
り
行
わ
れ
、

「
21
世
紀
子
ど
も
た
ち
か
ら
平
和
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」の
発
表
会
も
あ
り
ま
し
た
。

未
来
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
私
た
ち
大
人
は
そ

の
未
来
を
築
い
て
い
く
上
で
子
ど
も
た

ち
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
を
絶
対
に
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
東
日
本
大
震
災
の
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
伝
え
た
い
こ

と
が
時
を
隔
て
見
事
に
伝
わ
っ
て
い

た
」
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
岩

手
県
宮
古
市
姉
吉
地
区
の
海
抜
60
㍍
の

高
台
に
建
つ
石
碑
に
彫
ら
れ
た
文
字
は

「
高
き
住
居
は
児じ

孫そ
ん

の
和わ

楽ら
く

想お
も

へ
惨

禍
の
大
津
波
　
此こ

処こ

よ
り
下
に
家
を
建

て
る
な
」。
１
９
３
３(

昭
和
８)

年
の

昭
和
三
陸
地
震
に
よ
る
大
津
波
の
後
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
先
人
の
教
え
を

守
り
、
石
碑
よ
り
高
い
と
こ
ろ
で
生
活

し
て
き
た
姉
吉
地
区
で
は
、
12
世
帯
す

べ
て
の
家
屋
が
震
災
の
被
害
を
免
れ
ま

し
た
。

渦
中
に
あ
っ
て
は
「
人
間
は
そ
の
こ

と
を
ず
っ
と
忘
れ
な
い
。
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
記
憶
と
い
う
の
は
案
外
時
間
の

経
過
に
弱
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
伝
え

る
道
具
は
紙
に
書
い
た
も
の
で
も
石
に

刻
ん
だ
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
絵
で
も
、

写
真
で
も
い
い
の
で
す
。
大
切
な
こ
と

は
「
伝
え
て
い
く
」「
残
し
て
い
く
」

と
い
う
、
人
間
の
強
固
な
意
志
と
信
念

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

小・中学生たちが平和を訴えました(21世紀
子どもたちから平和のメッセージ発表会)。

市長コラム・日々初心

市長●穂積 志
長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典などを取
材する全国で９組の「親子記者」に選ばれた
工藤唯織

い お り

さん(川添小４年)とお母さんの英子
さん(８月４日。右はお父さんの進さん)と。
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大若団体自由優勝の八日町

協
賛
企
業
・
団
体
…
●
秋
印
秋
田
中
央
青
果(

株)

●
秋
田
朝
日
放
送(

株)

●
秋
田
エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ(

株)

●
秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
●
秋
田
県

生
命
保
険
協
会
●
秋
田
市
飲
食
店
組
合
環
同
連
合
会
●
秋
田
市
竿
燈
会

●
秋
田
市
西
部
工
業
団
地
雄
渾
会
●
秋
田
商
工
会
議
所
会
員
企
業

●
秋
田
信
用
金
庫
●
秋
田
親
鱗
会
●
秋
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル(

株)

●
秋
田
住
友
ベ
ー
ク(

株)

●
秋
田
生
花(

株)

●
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス(

株)

●
秋
田
千
秋
茶
会
実
行
委
員
会
●
秋
田
中
央
交
通(

株)

●
秋
田
テ
レ
ビ

(

株)

●
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ブ
レ
ッ
ツ
Ｒ.

Ｆ.

Ｃ
●
秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド(

株)

●
Ｎ
Ｌ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー(

株)

秋
田
工
場
●(

株)

秋
田
銀
行
●(

株)

秋
田

銀
行
大
町
支
店
●(

株)

秋
田
魁
新
報
社
●(

株)

秋
田
放
送
●(

株)

秋
田
丸

魚
●(

株)

エ
フ
エ
ム
秋
田
●(

株)

Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
秋
田
支
店
●(

株)

プ
レ
ス

テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
●(

株)

北
都
銀
行
●(

株)

み
ず
ほ
銀
行

秋
田
支
店
●(

株)

リ
セ
●
キ
リ
ン
ビ
ー
ル(

株)

秋
田
支
社
●
コ
ス
モ
工
機

(

株)

秋
田
工
場
●(

財)

秋
田
市
駐
車
場
公
社
●
猿
田
興
業(

株)

●
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ア
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ(

株)

秋
田
支
店
●
中
央
卸
売
市
場
８
社
会

●(

社)

秋
田
県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
秋
田
支
部
●
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

秋
田
県
本
部
●
土
崎
飲
食
業
組
合
連
合
会
ふ
ぐ
産
直
部
会
●
東
芝
ソ
シ
オ

シ
ス
テ
ム
ズ(

株)

有
志
一
同
●
東
部
ガ
ス(

株)

秋
田
支
社
●
東
北
電
力

(

株)

秋
田
営
業
所
●
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
●
日
本
興

亜
損
害
保
険(

株)

秋
田
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
●
日
本
大
昭
和
板
紙(

株)

秋
田
工
場
●
日
本
放
送
協
会
秋
田
放
送
局
●
早
川
み
か
Ｔ
Ａ
Ｐ
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
●
東
日
本
電
信
電
話(

株)

秋
田
支
店
●
東
日
本
旅
客
鉄
道(

株)

秋

田
支
社
●
丸
果
秋
田
県
青
果(

株)

●
丸
水
秋
田
中
央
水
産(

株)

●
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
●
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
ア
ク
ア(

五
十
音
順)

み
な
さ
ん
の
善
意
に
感
謝

今
年
の
竿
燈
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
宮
古
市
、

釜
石
市
、
多
賀
城
市
の
子
ど
も
た
ち
と
ご
家
族
千
119
人
と
県
内
避
難

者
401
人
を
招
待
。
迫
力
あ
る
竿
燈
演
技
に
「
秋
田
で
元
気
を
も
ら
っ

た
」
と
、
歓
声
と
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

招
待
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
、
企
業
、
団
体
の
み
な
さ
ん

か
ら
千
350
万
円
に
の
ぼ
る
ご
協
賛
・
募
金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
パ
ッ
サ
ウ
市
か
ら
も
温

か
い
義
援
金
が
届
い
て
い
ま
す
。

竿燈の元気が復興への力になりますように…
(８月３日、宮古市のみなさん)

大若団体規定�川尻本町Ｂ
大若団体自由�八日町
大若個人�泉田恒光

つねみつ

さん(柳町)
囃子方�上米町一丁目
小若団体�登町
小若囃子方�共和町

優勝おめでとう！

囃
子
方
優
勝
の
上
米
町
一
丁
目

大若個人優勝の泉田恒光さん(柳町)

大若団体規定優勝の川尻本町Ｂ

第65回 竿燈妙技会

が
ん
ば
ろ
う
東
北
！


